
環境にやさしい容器包装

リサイクルボックスによる容器の店頭回収

回収した容器はリサイクルセンターに集約

使用済み容器包装のリサイクルループ

バイオマスプラスチック製容器包装

店頭回収の現状

バイオマスプラスチック（ポリ乳酸）製容器包装

バイオマスプラスチック（バイオポリエチレン）製容器包装

　リサイクル回収の輸送にかかるエネルギーやCO2排出などが問題にされることがあります。ユニーでは店舗か
ら物流センター内のリサイクルセンターへの搬送に配送便の帰り便を使うことにより、無駄な燃料やCO2の排出
削減に努めています（現在中京地区・北陸地区の物流センターにリサイクルセンターを設置。その他の地区は店
舗から直接リサイクル工場に搬送しています）。リサイクルセンターでは、各店舗から回収した使用済み容器包装
を計量し効率的に搬送しやすいように圧縮、それぞれのリサイクル工場に搬出します。

店　舗 リサイクル工場
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商品

計量
計量データ

容器包装リサイクルの仕組み
リサイクルセンター

計量したデータはユニー本社
へフィードバックします。
※計量システムは、中京地区で実施

袋に貼られた店舗コードを
読みとり、店舗ごとの重さ
を量ります。

各店舗からリサイクル資
源が到着します。

物流
センター

　ユニーではお客様の家庭から排出されるゴミを削減し再生資源とするために、食品取り扱い店舗全店で使用済み容器
包装を店頭に設置したリサイクルボックスで回収しています。これはお客様と一緒に進める「循環型社会構築」のための取
り組みの一つです。リサイクルボックスで回収する容器包装は再生利用ルートを確保し、国内で循環するシステムで運用し
ています。各店舗では回収実績を毎月集計し、ポスターで公表しています。またリサイクル製品を分かりやすく説明したポ
スターなども掲示し、お客様にリサイクルの仕組みを理解していただけるようにしています。お客様の意識も変わり、年々
店頭回収量は増加しています。今後は価値を高めるリサイクルのルートづくりを構築することによって、お客様にもさらなる啓発を進めていきます。

弥富物流センター内のリサイクルセンター

計量システム

使った後の容器包装を廃棄物にしない取り組み2

サスティナブル（持続可能な）原料を使った容器包装への取り組み3
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発泡スチロールトレイの
リサイクル

フレーク

洗浄粉砕処理して
チップ状にする

ペレット

さらに洗浄・脱水して、
ペレット（チップよりも
細かく）にする

食品トレイ

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

食品トレイ

商 品

フラワーポットや
ベンチ、ペン立て
などの日用品に

リサイクルセンター

生鮮食品などに使わ
れる発泡スチロールト
レイは工場でフラワー
ポットやベンチの原料
に再生しています

リサイクル工場
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アルミ缶のリサイクル

アルミ缶
リサイクルセンター

計量・圧縮

薄い板にして、
アルミ缶に
加工する

溶かした
アルミニウムを
塊（再生地金）にする

高温でアルミ缶を溶かす

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

アルミ缶

アルミの製造には膨
大な電気を必要としま
すが、アルミ缶の再
利用によってエネルギ
ーが節約できます
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ペットボトルのリサイクル

フレーク

粉砕処理をして
細かくする

商 品

制服、ジャンパー、
文房具などに

ペットボトル

計量・圧縮

リサイクルセンター

リサイクル工場

フレークを
溶かして透明な
PET樹脂に戻す

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

バイオ
リサイクル

大気中の二酸化炭素　ゼロ

水と二酸化炭素に分解

光合成

自然に
かえります リサイクル

できます

トウモロコシ

微生物

植物

堆肥化

サーマル
リサイクル

燃焼水

二酸化炭素

コンポスト処理

カーボンニュートラル

成型品

バイオマスプラスチック

リサイクルボックス

回収したバイオマス
プラスチック製容器

フレーク再生バイオマス
プラスチック

ユニー
オリジナル定規

処理済み
プラスチック

加熱したバイオマス
プラスチック製容器

リサイクル工場

細かく粉砕処理を
して、フレークという
小さなチップに加
工します。

種類の違うプラス
チック容器が混入
していても、加水分
解で分離できます。

各店舗のリサイクルステ
ーションに、バイオマスプ
ラスチック製容器（卵パッ
ク）回収ボックスを設置し、
お客様から使用済み容器
を回収しています。

　容器包装にはプラスチック製のものが多く、その原料のほとんどは石油です。石油など化石資源は地球に残された量に限
りがあり、近い将来には枯渇してしまう恐れのある貴重な資源です。使い捨てされる容器包装に、そのような貴重な資源を
使ってよいのでしょうか。また化石資源である石油は産出する時や廃棄処分する時にもCO2を排出し、地球温暖化の原因に
なるといわれています。
　こうしたことを考えて、ユニーでは2006年から植物を原料にしたバイオマスプラスチック製容器を使っています。植物は
光合成により大気中からCO2を吸収して成長し、また繰り返し栽培できることから、サスティナブル（持続可能な）原料です。 バイオマスマーク

動植物を原料としたプラスチック
使用後は水と二酸化炭素に分解され、

自然に還ります。

サトウキビ

搾りかす（バガス）：エタノール生産に必要なエネルギーを全て賄う

砂糖

エタノール バイオポリエチレン
※1　砂糖を取った後の残糖液

廃糖蜜※1

糖液

　ユニーではサスティナブ
ル（持続可能）な資源で
あり、CO2を増やさない
ことから、2006年より卵
ケース（きらら紅）と青
果売場で透明ケースや
カットフルーツカップにバ
イオマスプラスチック（ポ
リ乳酸）を使用しています。
使用済みの容器は回収し
リサイクルしています。

■  植物性のバイオポリエチレン
　ポリ乳酸製の容器に続き2012年から、サトウキビの廃材を利用し
たバイオポリエチレンを、容器包装（液体洗剤や柔軟剤の容器・レジ
袋）に使っています。従来の石油由来のポリエチレンと同じ性質を有
しますが、植物性なので大気中のCO2を吸収し、また繰り返し栽培で
きるので、サスティナブル（持続可能な）原料です。

■  レジ袋にバイオマスプラスチックを使用
　2012年6月から、ユニーのレジ袋無料配布
を中止している店舗で販売する有料レジ袋を、
バイオポリエチレン25％含有製品に代えまし
た。サトウキビの廃材から作られたバイオポリ
エチレンは、石油由来100％のレジ袋に比べ、
サトウキビの生産～ポリエチレン原料製造工程
～レジ袋製造～輸送～焼却処分までのCO2を
17％削減します。ユニーとしてはCO2を年間
262,231kg削減します。（試算：福助工業）

　バイオマスプラスチックは石油由来のプラスチックと異なる特徴があります。
■  バイオマスプラスチックの特徴

　2013年度のリサイクルボックス回収実績は、4種類とも前年を上回りま
した。これは、リサイクルボックス設置店舗を増やしたことと、お客様の資
源再生に対する理解向上の成果と考えられます。特にペットボトルの回収量
増加が顕著です。これは自治体回収や集団回収では常に回収していないた
め、いつでも持って来られる店頭回収の利便性の高さが回収率に繋がった
といえます。店頭回収は作業的には大変ですが、お客様と一緒に循環型社
会を構築することができ、環境貢献として大切なことと考えております。

■  リサイクルボックスでの回収実績

回収店舗数

回収店舗

全社合計（43期）

全社合計（42期）

前年比
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291,151kg
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575,332kg
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193店舗

87.7％

596,767kg

555,683kg

107.4%

ー

ー

3,616,444kg

3,288,086kg

110.0%

ペットボトル発泡トレイ牛乳パックアルミ缶 店舗総合計

＞＞＞リサイクルボックスでの店頭回収量

商 品

トイレットペーパー

店 舗

リサイクル
ボックスで回収

牛乳パック リサイクルセンター

計量

パルパーで液化し
スクリーン工程で原料を
精製

抄紙機で原紙を作り、
リワインダーで巻きなお
して裁断

出荷 自動包装機で
トイレットペーパーを包装

リサイクル工場

他の古紙とともに
ユニーの包装紙・袋・
トイレットペーパーに
再生しています。
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（単位：kg）リサイクル量の推移

植物が原料なので、石油資
源が節約できます。
1 植物は地球上のCO2を吸収

するので、焼却処分してもCO2
を増やしません。

2 ポリ乳酸のような生分解性
のものは、生ゴミなどの堆肥に
入れると、熱と水分で水とCO2
に分解し廃棄物になりません。

3 使用済みバイオマスプラス
チック製容器は、回収しリサイク
ルしています。
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